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資料１



１ インターネット市民塾について

手を伸ばせばいつでも参加

⇒ 教育に、より多くの社会人が参加する

市民の知識発信の場、経験する場

⇒ 知識の水平伝播モデル

地域で作り、地域で育てる教育の場

⇒ 官民学の共同運営

■ねらいとしくみ



市民講師 インターネット市民塾

親子塾 語学塾
メディア塾

ふるさと塾 ビジネス塾

ライフアップ塾 起業家育成塾

参加者

スクーリング、現地体験、地域活動

ＩＴサポータ

県
市町村

大学 企業 ＮＰＯ等

活用、運営

■ねらいとしくみ



市民講師による多彩な講座

ビジネス塾

現代的課題解決に向けて

各地への広がり

■さまざまな市民塾



■さまざまな市民塾講座

市民講師による多彩な講座

●金山時みそづくり ●竹とんぼ教室 ●先生が見た世界の国々

ビジネス塾

●ビジネス塾

現代的課題解決に向けて

●若者自立支援

企業

地域人材

知の還流
（企業市民塾）

入会金
年会費

講義料

人材育成

企業の
教育力提供
・社会参加

講師

ビジネス塾

大学講師
経営者
企業の専門家
実業家、ＯＢ

■ビジネス塾
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http://biz.shiminjuku.com/business/home/index.html
http://mirai.shiminjuku.com/


■効果

参加を大きく拡大

地域の人が知識財として顕在化

学習によるコミュニティ、知の還流

富山から全国へ

わかやまインターネット市民塾

準備中 富山インターネット市民塾

東京ｅ大学

徳島インターネット市民塾

せたがやｅカレッジ

おおがた学校（高知）

ｅ市民塾みらい

準備中

準備中

●地域ごとに行政、企業、大学、市民
が協力して設立

●ノウハウを共有し、共通的な課題解決
⇒ 若者自立支援
⇒ 防災市民塾
⇒ 起業家育成 等

■各地への広がり



■効果

参加を大きく拡大

地域の人が知識財として顕在化

学習によるコミュニティ、知の還流

知識の水平伝播モデル

自立・自己増殖的な学習を触発

「教えることは最高の学習」

働き盛りの世代が多く参加
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シニア層も増加

■参加を大きく拡大

年間延べ利用者
約10万人

約4割が富山県外
↓

各地が富山の
学びに参加



■知の還流

地域の人が知識財として顕在化

「暗黙知」から「形式知」へ

シニアの「知の社会還元」

「教えることは最高の学習」

学習コミュニティの形成

市民講師
大学

ＩＴサポータ
企業

受講者



道具として ・・ ｅラーニング

知識学習だけでなく、参加のきっかけ、人のつな
がりを生む 副産物としてのコンテンツ

メディアとして

知の水平伝播に適したメディア

マスメディアにはない伝播

場（プラットフォーム）として

「小さな知の森」がたくさん出来る場

産学官の協働の場

■市民塾におけるＩＣＴの力



２ これからの生涯学習

三大ネットワーク

・富山の薬売り

・北前船

・立山信仰

富山の薬産業を支えたもの

・画期的なビジネスモデル

・人材育成を進める教育システム

・企業、金融、行政の協力体制

ネットワークが教育を高める

・売薬さん 基礎学力、教養、人格形成が求められた

■江戸時代の富山に学ぶ



■江戸時代の富山に学ぶ

江戸時代の富山の３大ネットワーク

ネットワークが教育と産業を活性化

ネットワークによる「知の還流」（情報化）

薬産業の
ネットワーク

教育の
ネットワーク

各地との
ネットワーク

知の還流
（情報化）

資金

人材育成

信用 ブランド知識財

商品

情報

資本

寺子屋
私塾
郷学
藩校 ・・

■江戸時代の富山に学ぶ



「生涯学習」の捉え方

・学習の場所？

・分野による偏見？ 横断的な捉え方は？

現代的課題への対応

・物質的な反映を遂げても心がすさむ時代

・社会参加しない人々

・シニアは知識財の宝庫

推進課題

・コストの捉え方、成果の可視化

・官民学をつなぐ地域のリーダーはだれ？

・水平伝播型への再設計

■現代における課題



これまで ・・

推進体制、施設の整備、ＩＣＴの発達・整備

これから ・・ 必要なのは「イ・ト・コ」

インセンティブ

動機（気付き） 物心両面 可視化

トラスト

信頼、保障、認める

コネクター

知識財のコーディネート、市民塾推進者

■水平伝播型への条件



パスポート制度

教育への参加記録（学習、講師、ボランティア・・）

認定制度、教育グリーン券的な活用

企業の教育への参加を促進する

教育人材として活動（教育力を地域に提供）

学習者を企業で生かす

認める

活動企業の表彰、税制優遇

保障する

著作権管理、高度化、認定者の育成

プラットフォーム

■水平伝播促進策（例）
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